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今年度も 10月の里親月間がやってきました。里親制

度に関するさまざまな広報啓発活動が全国各地で行

われています。 
 
◎ こども家庭庁～里親月間の活動紹介 ◎  
 
こども家庭庁では例年同様に、以下のような取り組

みが行われています。 

 

里親月間特設サイト「広げよう里親の輪」 

https://satooyanowa.jp/ 

昨年に引き続きイメージキャラクターは「赤毛のアン」

です。毎年少しずつ更新される特設webサイトでは、里

親・里子・支援者のインタビュー記事など里親制度につ

いて全く知らない人でも、イチから学べる内容になって

います。 

今年はアンが四季折々の美しい自然と一体になって、

のびのびと過ごす姿を描いたポスターも目を引きます。 

これまでは行政機関などを中心にポスターが配布さ

れていましたが、今年度は全国里親会にも配布が決ま

りました。全里事務局から各地域の里親会事務局へ、

ポスターやリーフレットを希望枚数分お送りしています。 

（里親月間特設サイトからも、自由にダウンロードできま

す）。里親会でのＰＲ活動などにご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広げよう里親」の輪 presents里親制度シンポジウム 

里親や里親家庭で育った当事者等によるシンポジウ

ムが開催されました。無料。ハイブリッド。 

  【日時】10月 3日（土） 

【会場】ベルサール虎ノ門（東京） ＜終了＞ 

 

 メディアを活用した広報  

今年もさまざまなメディアでＰＲが行われます。 

テレビ CM   

TBS系列、テレビ朝日系列、日本テレビ系列にてCMを

放映。 

新聞広告  

10 月 1 日に朝日新聞、毎日新聞、東京新聞の全国版

朝刊に広告を掲載。 

インターネット広告  

LINE 広告、Meta 広告、Google 及び Yahoo!JAPAN 広

告、朝日新聞デジタル、YouTube広告等にてＰＲ。 

１０月4日は里親の日。10月は里親月間、１１月は秋のこどもまんなか月間です。 

 

さ と お や レーダー №7   

SATOOYAGEKKANN  
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◎里親月間の実施要項を知っていますか◎ 

里親月間については、こども家庭庁から毎年実施要

項が出されています。実施要項とは、行事を開催する

にあたり趣旨や条件などを書いたものです。この機会

に掲載します。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「令和８年度「里親月間（里親を求める運動）」  
～『いつか』を『いま』に。いま、里親に！～ 

実施要綱 

１ 趣 旨                         
里親（ファミリーホームを含む。以下同じ。）制度

は、何らかの事情により家庭での養育が困難になっ

た又は受けられなくなったこども等に、豊かな愛情

と正しい理解を持った家庭環境の下での養育を提供

する制度であり、わが国の社会的養護の重要な柱と

なっている。  

養育者が替わらない安定した家庭を基盤とする里

親制度は、こどもが基本的信頼感や豊かな生活体験

を得ることができ、将来家庭生活を築く上でのモデ

ルとすることなどが期待できるため、家庭での養育

が困難又は適当でない場合には、家庭における養育

環境と同様の養育環境において、継続的に養育され

ることを原則（家庭養育優先原則）としている。  

本月間は、こども家庭庁及び関係団体が主唱し、

毎年 10月を「里親月間（里親を求める運動）」と定

め、都道府県、指定都市、児童相談所設置市が管内市

区町村や、里親支援機関、児童福祉施設、各地域の里

親会や社会福祉協議会等の関係機関並びに関係団体

の協力を得ながら、 

①地域の実情に応じて里親制度に関する広報活動

を展開、②新規里親の開拓を行うなど里親等委託を

促進、③里親家庭において適切な養育を確保し里親

を孤立させることのないよう里親支援の充実を図り、

併せて、④里親組織の育成等に取り組むことにより、

里親制度の一層の推進を図ることを目的とするもの

である。  

このため、こども家庭庁としては、月間期間中、里

親制度に関する普及啓発等を重点的に行い、官民を

含め社会全体で里親を支援する気運を高めることと

しており、地方公共団体や関係団体等においても、

これを契機に既存の取組を点検し里親等委託推進の

ための更なる取組を進めるなど、里親等委託の飛躍

的な拡大に向けて全国的な運動の展開をお願いする

ものである。  

２ 期 間  
令和８年 10月１日から同月 31日までの１か月間

とする。 ただし、この運動の効果を上げるため、各

地の実情に応じて上記期間を延長しても差し支えな

いものとする。  

３ 主 唱  

こども家庭庁、公益財団法人全国里親会、一般社

団法人日本ファミリーホーム協議会  

４ 協 力 

都道府県、指定都市、児童相談所設置市、市区町村、

社会福祉法人全国社会福祉協議会、全国児童養護施

設協議会、全国乳児福祉協議会、全国母子生活支援

施設協議会、全国児童自立支援施設協議会、全国児

童心理治療施設協議会、全国自立援助ホーム協議会、

全国児童家庭支援センター協議会、公益財団法人日

本財団、全国児童相談所長会、全国民生委員児童委

員連合会、全国保育協議会、公益社団法人全国私立

保育連盟、社会福祉法人日本保育協会、公益社団法

人日本 PTA 全国協議会、一般財団法人児童健全育成

推進財団、全国地域活動連絡協議会、NPO法人子育て

ひろば全国連絡協議会 

５ 基本的な取組方針  

月間期間中、次の基本的な方針により取り組むも

のとする。取組を進めるに当たっては、これらの取

組が効果的なものとなるよう、重点取組期間として

の成果目標を設定することが望ましい。  

（１）里親制度の普及啓発の強化を図り、児童福

祉関係機関・施設はもとより病院や学校、企業・事業

所、地域住民等への理解を促すことにより、社会全

体で里親を支援する気運づくりを行う。  

（２）新規里親を積極的に開拓するとともに、未

委託里親への委託を進めるなど、里親等委託数の増

加を図る。  

（３）里親等への研修等を充実し、里親の養育技

術の一層の向上を図る。  

（４）児童相談所、里親支援センター、フォスタリ

ング機関、児童家庭支援センター、里親会等による

里親支援の一層の拡充を図る。  

（５）里親組織等を育成するとともに、活動の活

性化を図る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

里親月間活動例 

里親会のユニフォームを着て赤い羽根共同募金とコラ

ボして寄付の呼びかけを行いました（山口県美祢市）。  
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◎ 全里関連の行事 ◎ 
● 第 71回全国里親大会やまぐち大会 

大会テーマ 

すべてのこどもにチャンスを 

～多様な背景を持つこどもたちへの支援～ 

日程：10月 24日（土）～25日（日） 

場所：KDDI維新ホール（山口県山口市） 

 

プログラム 

行政説明 竹中大剛 氏（こども家庭庁支援局家庭

福祉課課長） 

基調講演 『法律家の視点からの里親へのアド

バイス等について』山下 敏雅 氏（弁

護士・東京弁護士会子どもの人権と少年

法に関する特別委員会委員） 

シンポジウム 『里子の声から考える里親家庭

～互いに居心地のよい関係を築くた

めの７カ条～（ぴあ応援団運営）』 

コーディネーター 草間吉夫 氏（新

島学園短期大学教授・元茨城県高萩市

長・公益財団法人全国里親会評議員） 

 

● 第 9回里母のつどい in釧路 

大会テーマ  

『しばれる（寒い）釧路で熱く語ろう里母のつどい』 

日時：12月 5日（土） 9：45～15：00 

場所：釧路市生涯学習センターまなぼっと幣舞 

2階多目的ホール（釧路市幣舞町 4－8） 

 

プログラム 

1部 基調講演  

北海道教育大学釧路校 戸田竜也氏（特別支援

教育研究室准教授）  

2部 グループワーク  

（一社）北海道里親会連合会釧根地区里親会 

「キーワードを通じて自分を語る時間」 

グループに分かれて、キーワードを手がかり

に語りあいましょう。 

 

◎ 里親何でも相談AI相談 ◎ 

 全国里親会では今年度の新規事業として、AI

による「里親何でも相談」を始めました（電話に

よる相談も継続しています）。  

 高知県の武田会長が、里親専用の相談アプリ

を独自に開発して、全国里親会に提供してくだ

さいました。武田氏は夜間や週末など児童相談

所や支援機関のサポートが手薄な時間帯をカバ

ーできたらとの思いから、24時間対応可能な AI

相談を思いついたそうです。開発には北欧のウ

ェブアプリ開発 AI「Lovable(ラバブル)」を活用

しています。 

相談内容を入力すると AI がすぐ答えてくれ、

答えはその場で消すこともできます。気を付け

ることは、何かの決断が必要な場合は AIにゆだ

ねず、自分の責任で行うこと。AIはサポート役

と心得えましょう。 

 

【 里親何でも相談 AI 使い方 】 

https://ai-foster-pal.lovable.app/auth 

 上記アドレス（全国里親会 HP にリンクあり）

から入り、初めての場合はアカウントを作りま

す。アカウント作成には以下のものが必要です。 

・表示名（ニックネーム可） 

・メールアドレス 

・共通パスワード 

プライバシー等が気になる方は、メールア

ドレスは普段使うものとは別のアドレスをお

使いください。共通

パスワードは全国里

親会より各地域の里

親会に連絡済みで

す。ご所属の里親会

でご確認ください。 

アカウントが作れた

ら、メールアドレスと

共通パスワードを入力

して相談スタートで

す。 （※全国里親会会

員対象のサービスです。） 

https://ai-foster-pal.lovable.app/auth
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全国里親会ではフォスタリングマークの入っ

たグッズの販売を行っています。購入ご希望の

方は、全国里親会事務局までご連絡ください。 

 

フォスタリングマーク 

    
 

★購入方法★ 
下記をご記入のうえ、全里のメルアドまで。 

㋐お名前 ㋑送り先ご住所 ㋒お電話番号 

㋓希望商品と個数 

送信先 全国里親会 info@zensato.or.jp 

 

★グッズ★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

マーク入り 

クリアファイル  

500円（10枚入り） 

 

 

フォスタリングマーク入りＴシャツ 

Ｓ～ＬＬサイズ 3,000円 

 

 

 

 

 

 

マーク入りハンドタオル  500円 

 

★フォスタリングマーク以外のグッズ★ 

 

養育里親研修テキスト 1000円 

養育指針ハンドブック改訂版 1,200円  

 

 

全国里親会バッジ 700円 

 

 

 

 

 

 

 

貸し出し用のぼり 2 種類 （No.17 ・15 全 10 本）

については、全国里親会事務局までお問合せください。 

フォスタリンググッズご案内 

 
 

フォスタリング 

バッジ 700円 

 

 

マーク入りボールペン 250円 

 

マーク入り 

バッグ1,500円 


